
　

東
京
海
上
日
動
な
ど
セ
ミ
ナ

　
　

「米英は無過失でも責任」
フォワーダーのリスク指摘

千
葉
・
流
山
で
倉
庫
群
着
工

Ｇ
Ｌ
Ｐ
　


万
平
方

規
模

レッドウッド・グループ

大阪・住之江の２期工事着工
約万平方㍍の施設を開発

工
場
入
居
可
能

人
材
派
遣
も

金
融
情
報
技
術
展
に
出
展

日
本
通
運

成
田
空
港
事
務
所
を
移
転

三
井
倉
庫
エ
ク
ス
プ
レ
ス

１
期
施
設
は
来
夏
満
床
へ

商
法
改
正
で

危
険
物
通
知
義
務

テ
ラ
ワ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
で
倉
庫
着
工

鴻
池
運
輸

　　ロジスティクス　　
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（６）（第三種郵便物認可） ２０１６年９月７日（水曜日）

　
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
と
保
険
代
理
店
の
イ
ン

タ

リ
ン
ク

国
際
物
流
の
マ
リ
タ
イ
ム
は
５
日


都
内
で
セ
ミ
ナ

﹁
荷
主
と
運
送
人
の
責
任
範
囲


Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
・
商
法
改
正
を
う
け
て

﹂
を
開

催
し
た

海
事
関
係
法
・
条
約
な
ど
に
詳
し
い

岡

部
・
山
口
法
律
事
務
所
の
山
口
修
司
弁
護
士
を
講
師

に
招
き

海
上
輸
送
中
の
事
故
で
荷
主
や
フ

ワ


ダ


Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
が
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ケ

ス
な
ど
を
紹
介

山
口
弁
護
士
は

﹁
日
本
で
は

荷
送
人
は
過
失
が
無
け
れ
ば
事
故
の

責
任
を
問
わ
れ
な
い
が

米
国
や
英
国
で
は
無
過
失

で
も
責
任
を
負
う
場
合
が
あ
る
﹂
と
述
べ

荷
主
や

フ

ワ

ダ

が
危
険
物
な
ど
の
輸
送
で
負
う
リ
ス

ク
を
再
認
識
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
た


リスクの再認識を指摘する山口修司弁護士

　
グ
ロ

バ
ル
・
ロ
ジ
ス
テ


ク
・
プ
ロ
パ
テ


ズ︵
Ｇ
Ｌ
Ｐ
︶日
本
法
人
は
６
日

千
葉
県

流
山
市
で
開
発
計
画
を
進
め
て
い
た
大
規
模
物
流
施
設
群
﹁
Ｇ
Ｌ
Ｐ
流
山
﹂
の
１
期
棟
を
着
工

し
た

Ｇ
Ｌ
Ｐ
流
山
は
３
棟
か
ら
な
り
延
べ
床
面
積
は
計

万
平
方

と
同
社
最
大
規
模
の

物
流
施
設
群
倉
庫
と
し
て
だ
け
で
な
く
工
場
の
入
居
も
可
能
と
す
る
こ
と
で
生
産
か
ら
物
流

ま
で
の
一
体
運
営
が
可
能
な
複
合
施
設
と
し
て
開
発
す
る

同
施
設
内
を
対
象
に
し
た
人
材
派

遣
サ

ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
規
模
を
生
か
し
た
多
様
な
付
加
価
値
サ

ビ
ス
も
提
供
す
る


帖佐義之社長

　
◇
日
立
物
流

　
︵

月
１
日
︶
西
日
本
統
括

本
部
西
日
本
営
業
部
九
州
地
区

営
業
本
部
に
営
業
開
発
部
を
新

設
す
る


　
三
井
倉
庫
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は

﹁
成
田
国
際
空
港
セ
ン
タ

﹂

を
移
転
し

５
日
よ
り
新
事
務

所
で
業
務
を
開
始
し
て
い
る


住
所
な
ど
は
次
の
と
お
り


　
▽
住
所

〒
２
８
２

０
０

０
４
千
葉
県
成
田
市
古
込
字
込

前
１
５
４

４
　
成
田
国
際
空

港
第
一
貨
物
代
理
店
ビ
ル
２
０

４
号
▽
電
話
／
フ

ク
ス


︻
輸
出
通
関
︼
０
４
７
６




１
７
７
１
／
０
４
７
６




１
７
７
３
︻
輸
出
混
載
︼
０

４
７
６



４
３
０
１
／
０

４
７
６



０
０
１
４
︻
輸

入
通
関
︼
０
４
７
６



８

３
３
５
／
０
４
７
６



８

３
３
４
︻
輸
入
混
載
︼
０
４
７

６



８
２
３
２
／
０
４
７

６



０
２
４
１

　
◇
日
立
物
流

　
︵

月
１
日
︶

　
∧
本
社
∨

　
経
営
戦
略
本
部
担
当
部
長

︵
経
営
戦
略
本
部
部
長
補
佐
︶

香
川
直
為
▽
人
事
総
務
本
部
人

事
教
育
部
長
︵
人
事
総
務
本
部

人
事
教
育
部
副
部
長
︶
瀬
辺
隆

喜
▽
同
調
達
部
副
部
長
兼
東
日

本
営
業
統
括
本
部
営
業
企
画
部

員
︵
同
調
達
部
部
長
補
佐
︶
槇

島
敏
文
▽
Ｐ
Ｍ
推
進
本
部
担
当

部
長
︵
Ｐ
Ｍ
推
進
本
部
フ



ズ
ゲ

ト
管
理
部
長
︶
白
井
貞

雄
▽
同
フ


ズ
ゲ

ト
管
理

部
長
︵
同
フ


ズ
ゲ

ト
管

理
部
副
部
長
︶
伊
藤
浩
史
▽
同

フ


ズ
ゲ

ト
管
理
部
副
部

長
︵
営
業
統
括
本
部
ロ
ジ
ス
テ


ク
ス
ソ
リ


シ

ン
開
発

本
部
ロ
ジ
ス
テ

ク
ス
テ
ク
ノ

ロ
ジ

部
主
任
技
師
∧
ソ
リ



シ

ン
Ｇ
∨
︶
芳
賀
寛

　
∧
東
日
本
統
括
本
部
∨

　
日
立
物
流
コ
ラ
ボ
ネ
ク
ス
ト

出
向
︵
西
日
本
統
括
本
部
総
務

部
長
︶
岡
信
一
郎
▽
日
立
物
流

関
東
出
向
︵
営
業
開
発
部
副
部

長
︶
吉
開
照
洋
▽
営
業
開
発
部

副
部
長
︵
同
部
長
補
佐
∧
営
業

Ｇ
∨
︶
平
石
文
哉
▽
総
務
部
長

︵
西
日
本
統
括
本
部
総
務
部
中

部
総
務
課
長
︶
下
山
継
徳
▽
日

立
物
流
南
関
東
へ
転
属
︵
東
日

本
営
業
統
括
本
部
総
務
部
長
︶

大
弥
則
行

　
∧
東
日
本
統
括
本
部
東
日
本

営
業
本
部
∨

　
営
業
統
括
本
部
ロ
ジ
ス
テ


ク
ス
ソ
リ


シ

ン
開
発
本

部
ス
マ

ト
ロ
ジ
ス
テ

ク
ス

推
進
部
員
を
兼
ね
る
　
南
関
東

地
区
営
業
本
部
京
浜
営
業
部
長

・
南
雲
秀
明

　
∧
西
日
本
統
括
本
部
∨

　
営
業
統
括
本
部
ロ
ジ
ス
テ


ク
ス
ソ
リ


シ

ン
開
発
本

部
統
括
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ


シ

ン
部
員
を
兼
ね
る
　
シ

ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ

シ

ン

部
長
・
中
川
亮
▽
人
事
総
務
本

部
調
達
部
員
を
兼
ね
る
　
事
業

企
画
部
長
・
稲
森
浩
樹
▽
総
務

部
長
︵
人
事
総
務
本
部
人
事
教

育
部
長
︶
牧
本
広

　
∧
西
日
本
統
括
本
部
西
日
本

営
業
本
部
∨

　
九
州
地
区
営
業
本
部
営
業
開

発
部
長
︵
九
州
地
区
営
業
本
部

部
長
補
佐
∧
営
業
Ｇ
∨
︶
中
川

原
太
一

　
︵

月

日
︶

　
∧
本
社
∨

　
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
長

を
兼
ね
る
　
安
全
管
理
本
部
長

・
時
枝
利
実

　
日
本
通
運
は
８
日
か
ら
の
２

日
間

東
京
国
際
フ


ラ
ム

で
開
催
さ
れ
る
日
本
最
大
の
金

融
Ｉ
Ｔ
フ

ア
﹁
Ｆ
Ｉ
Ｔ
２
０

１
６
︵
金
融
国
際
情
報
技
術

展
︶
﹂
に
参
加
す
る

グ
ル


プ
傘
下
の
ワ
ン
ビ
シ
ア

カ
イ

ブ
ズ
と
共
同
で
出
展
す
る

住

宅
ロ

ン
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ


シ
ン
グ
遺
言
信
託
・
遺
産
整
理

業
務
の
ア
ウ
ト
ソ

シ
ン
グ


マ
イ
ナ
ン
バ

収
集
・
保
管


ワ
ン
ビ
シ
ア

カ
イ
ブ
ズ
と
の

共
同
に
よ
る
サ

ビ
ス
展
開
な

ど
の
サ

ビ
ス
を
展
示
す
る


　
ワ
ン
ビ
シ
ア

カ
イ
ブ
ズ

は

金
融
機
関
な
ど
の
顧
客
か

ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
︵
事
業
継
続
計
︶
対

策
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応


業
務
プ
ロ
セ
ス
の
最
適
化
な

ど

情
報
資
産
管
理
に
関
す
る

サ

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る


日
通
は

警
備
輸
送
事
業
と
ワ

ン
ビ
シ
ア

カ
イ
ブ
ズ
の
情
報

資
産
管
理
事
業
と
の
共
同
で


金
融
機
関
の
Ｂ
Ｐ
Ｒ
︵
ビ
ジ
ネ

ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
リ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
︶
に
貢
献
し
て
い
く

と
し
て
い
る


左下の敷地で２期工事を実施する。
その右側手前が建設中の１期施設

　
山
口
弁
護
士
は

日
本
な
ど

世
界
各
国
が
批
准
す
る
船
荷
証

券
に
関
す
る
国
際
条
約
﹁
ヘ


グ
・
ヴ

ス
ビ

・
ル

ル
﹂

や

日
本
の
国
際
海
上
物
品
運

送
法
で
規
定
さ
れ
た
荷
主
・
運

送
人
の
責
任
範
囲
に
つ
い
て


過
去
の
事
故
で
の
判
例
な
ど
も

交
え
て
説
明

今
後
の
商
法
改

正
案
の
成
立
・
施
行
や

７
月

１
日
発
効
の
改
正
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ

条
約
に
よ
り

荷
主
や
フ

ワ


ダ

が
新
た
に
認
識
す
べ
き

リ
ス
ク
も
指
摘
し
た


　
山
口
弁
護
士
は

２
０
０
４

年
に
発
生
し
た
コ
ン
テ
ナ
船
の

火
災
事
故
﹁
Ｎ
Ｙ
Ｋ
ア
ル
ガ
ス

事
件
﹂
を
紹
介

あ
る
荷
主
の

コ
ン
テ
ナ
に
積
ま
れ
て
い
た
可

燃
性
物
質
に
該
当
す
る
危
険
物

が
船
会
社
に
申
告
さ
れ
な
か


た
た
め

コ
ン
テ
ナ
船
の
燃
料

タ
ン
ク
に
近
い
場
所
に
置
か
れ

て
輸
送
中
の
発
火
に
つ
な
が


た
事
案
だ

こ
の
荷
主
は
裁
判

で

貨
物
の
製
造
元
に
よ
る
安

全
輸
送
に
つ
い
て
の
記
載
に


国
連
法
で
定
め
る
可
燃
性
物
質

に
該
当
す
る
旨
の
説
明
が
無
か


た
た
め
に
申
告
を
し
な
か


た
と
主
張

し
か
し


年
の

東
京
高
裁
判
決
で
は
荷
主
に
過

失
が
あ

た
と
認
定
さ
れ
た


　
こ
の
判
決
は

製
造
元
の
安

全
輸
送
に
関
す
る
記
載
に
従


た
だ
け
で
は

海
上
輸
送
に
お

け
る
危
険
品
か
否
か
の
適
切
な

分
類
判
定
を
行

た
と
は
言
え

な
い
と
い
う

荷
送
人
の
責
任

を
厳
し
く
問
う
も
の
と
な


た

﹁
荷
送
人
は
危
険
物
の
分

類
判
定
で
重
い
責
任
を
負

て

い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
﹂
︵
山
口
弁
護
士
︶


　
こ
の
事
件
で
は

同
荷
主
が

Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
を
起
用
し
て
い
た

た
め

形
式
上
は
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ

が
荷
送
人
と
な

て
い
た

し

か
し

荷
主
に
よ

て
バ
ン
詰

め
さ
れ
た
状
態
で

危
険
物
に

は
該
当
し
な
い
と
し
て
コ
ン
テ

ナ
を
渡
さ
れ
て
い
た
た
め

賠

償
請
求
は
実
際
の
荷
送
人
で
あ

る
荷
主
に
の
み
な
さ
れ
た

日

本
で
は

過
失
が
認
め
ら
れ
た

場
合
の
み
賠
償
責
任
を
負
う

﹁
過
失
責
任
﹂
の
考
え
方
が
通

説
と
な

て
お
り

こ
う
し
た

ケ

ス
で
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
が
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
だ


　
商
法
改
正
案
で
は

荷
主
や

フ

ワ

ダ

な
ど
の
荷
送
人

が
船
会
社
や
航
空
会
社
な
ど
の

運
送
人
に
対
し
て
危
険
物
の
通

知
義
務
を
負
う
こ
と
が
明
示
さ

れ
た

現
行
法
で
は

危
険
物

の
通
知
義
務
は
明
示
さ
れ
て
い

な
い
が

改
正
後
は
国
際
・
国

内
を
問
わ
ず

あ
ら
ゆ
る
輸
送

モ

ド
で
荷
送
人
は
実
運
送
人

に
対
し

貨
物
が
危
険
物
で
あ

る
場
合
は
そ
の
旨
を
通
知
す
る

義
務
を
負
う

﹁
荷
主
は

自

社
が
ど
う
い
う
も
の
を
扱

て

い
て

そ
れ
が
国
連
で
指
定
さ

れ
る
危
険
物
に
該
当
す
る
か


も
う
一
度
見
直
し
て
確
実
に
申

告
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
﹂
︵
山
口
弁
護
士
︶


　
商
法
改
正
案
で
は

危
険
物

の
通
知
義
務
に
違
反
し
て
輸
送

中
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

損
害
賠
償
責
任
は
従
来
通
り


荷
送
人
に
過
失
が
認
め
ら
れ
た

場
合
の
み
損
害
賠
償
責
任
が
生

じ
る
﹁
過
失
責
任
﹂
の
規
定
が

維
持
さ
れ
た
商
法
改
正
後
も


日
本
で
ア
ル
ガ
ス
事
件
の
よ
う

な
事
案
が
あ

た
場
合
に

Ｎ

Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
が
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
は
な
さ
そ
う
だ


　
た
だ

マ
ス
タ

Ｂ
／
Ｌ

︵

船
荷
証
券
︶
が
米
国
な
ど

海
外
の
法
律
に
の

と

て
い

て

外
国
船
社
を
利
用
し
た
場

合
な
ど
は

形
式
上
の
荷
送
人

と
な
る
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
が
損
害
賠

償
責
任
を
負
う
可
能
性
が
あ

る

米
国
や
英
国

シ
ン
ガ
ポ


ル

オ

ス
ト
ラ
リ
ア

カ

ナ
ダ
中
国
な
ど
の
国
々
で
は


事
故
原
因
と
な

た
貨
物
の
荷

送
人
が
い
か
な
る
場
合
も
賠
償

責
任
を
負
う﹁
無
過
失
責
任
﹂が

通
説
と
な

て
い
る
た
め
だ


山
口
弁
護
士
は

﹁
Ｎ
Ｙ
Ｋ
ア

ル
ガ
ス
事
件
が
英
国
で
起
こ


て
い
た
ら

間
違
い
な
く
Ｎ
Ｖ

Ｏ
Ｃ
Ｃ
が
﹃
無
過
失
責
任
﹄
を

問
わ
れ
て
負
け
た
だ
ろ
う
﹂
と

し

フ

ワ

ダ

や
Ｎ
Ｖ
Ｏ

Ｃ
Ｃ
が
形
式
上
の
荷
送
人
と
し

て
負
う
リ
ス
ク
に
つ
い
て

再

認
識
を
促
し
た


　
Ｇ
Ｌ
Ｐ
流
山
は
３
期
に
分
け

て
開
発

同
日
着
工
し
た
１
期

棟﹁
Ｇ
Ｌ
Ｐ
流
山
Ⅰ
﹂は

地
上

４
階
建
て
・
延
べ
床
面
積

万

平
方


２
０
１
８
年
２
月
の

竣
工
を
予
定
す
る
次
い
で
４

階
建
て
・
同
９
万
６
０
０
０
平

方

の
２
期
棟
を

年
５
月
の

竣
工
予
定
で
開
発

３
期
棟
は

４
階
建
て
・
延
べ
床
面
積
９
万

１
０
０
０
平
方

で


年
度

内
の
竣
工
を
予
定
し
て
い
る


　
Ｇ
Ｌ
Ｐ
流
山
は

都
心
ま
で




車
で

分
ほ
ど
の
好
立

地
に
あ
り

昨
今

物
流
施
設

の
開
発
が
相
次
ぐ
圏
央
道
や
国

道

号
線
沿
い
と
い

た
地
域

よ
り
も
都
心
寄
り
に
位
置

常

磐
道
﹁
流
山
イ
ン
タ

チ

ン

ジ
﹂
か
ら
０
・
５

に
位
置
す

る
な
ど
物
流
施
設
と
し
て
の
立

地
性
に
優
れ
る

同
日
会
見
し

た
帖
佐
義
之
社
長
は

﹁
流
山

は
こ
れ
ま
で

物
流
施
設
の
立

地
と
し
て
は
あ
ま
り
認
識
さ
れ

て
こ
な
か

た
が

将
来
は
埼

玉
県
三
郷
市
の
よ
う
な

誰
も

が
物
流
ハ
ブ
と
し
て
認
識
す
る

エ
リ
ア
に
な
る
だ
ろ
う
﹂
と


同
地
域
の
立
地
性
を
高
く
評
価

し
た

流
山
市
は
人
口
が
過
去


年
で
２
倍
に
な
る
な
ど

雇

用
面
の
優
位
性
も
高
い


　
同
施
設
の
特
徴
の
一
つ
が


物
流
機
能
に
加
え
て
生
産
工
場

の
入
居
が
可
能
な
点

同
施
設

内
に
生
産

加
工

物
流
と
い


た
複
数
の
工
程
を
同
居
さ
せ

る
こ
と
で

入
居
企
業
は
横
持

ち
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
の
効
果

を
得
ら
れ
る

食
品
加
工
や
印

刷

電
子
部
品
の
組
み
立
て


電
化
製
品
の
修
理
な
ど
の
工
場

入
居
を
想
定
し
て
い
る

﹁
物

流
の
み
な
ら
ず

生
産
・
加
工

工
程
か
ら
タ

ミ
ナ
ル
機
能
ま

で
を
併
せ
持
つ

物
流
の
統
合

ソ
リ


シ

ン
が
提
供
で
き

る
複
合
施
設
と
し
て
開
発
す

る
﹂
︵
帖
佐
社
長
︶


　
倉
庫
と
工
場
の
同
居
は
建
築

基
準
法
が
定
め
る
用
途
の
制
約

か
ら
こ
れ
ま
で
例
が
少
な
い

が

同
社
は
埼
玉
県
日
高
市
の

既
存
施
設
で
実
施
済
み

倉
庫

と
工
場
の
区
画
を
分
け
る
こ
と

で
同
法
の
制
約
を
ク
リ
ア
す

る

電
気
や
ガ
ス

給
排
水
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
面
も
工
場
の
入

居
に
耐
え
る
ス
ペ

ク
を
そ
ろ

え
る

従
来
は
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

対
応
し
て
い
た
冷
蔵
・
冷
凍
倉

庫
や
危
険
品
倉
庫
と
い

た
特

殊
保
管
ス
ペ

ス
も
標
準
設

置

出
荷
バ

ス
も
ニ

ズ
に

応
じ
て
低
床
・
高
床
の
両
方
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る


　
国
内
施
設
で
は
初
と
見
ら
れ

る
﹁
共
同
荷
受
け
シ
ス
テ
ム
﹂

も
導
入

入
居
企
業
を
出
入
り

す
る
複
数
の
ド
ラ
イ
バ

が
一

度
に
荷
受
け
を
行
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で

施
設
内
の
渋
滞

緩
和
や
ド
ラ
イ
バ

の
負
担
軽

減
に
つ
な
げ
る

入
居
企
業
の

雇
用
支
援
策
で
は

大
手
人
材

派
遣
会
社
と
提
携
し
て
派
遣
事

務
所
を
設
置

入
居
企
業
間
で

業
務
の
繁
閑
に
応
じ
た
人
材
の

融
通
が
可
能
な
体
制
を
整
え

る

事
務
所
部
分
な
ど
は

瀟
　

洒
し

う
し

な
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
を
採
用

託
児
所
や
カ
フ


テ
リ
ア

コ
ン
ビ
ニ
を
配
す
る

な
ど
快
適
な
労
働
空
間
を
確
保

す
る


　
ギ
ブ
ソ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
同
日
行


た
会
見
で

１
期
施
設
で
は

来
年
夏
を
め
ど
に
リ

シ
ン
グ

を
完
了
す
る
方
針
を
示
し
た


ま
た

関
西
で
は
臨
海
部
で
新

た
な
開
発
案
件
を
検
討
す
る


関
西
の
賃
料
水
準
に
つ
い
て

は


年
以
降
に
上
昇
す
る
と

の
見
通
し
を
示
し
た


　
１
期
施
設
は
今
年

月
末
に

竣
工
す
る
予
定

ギ
ブ
ソ
ン
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は
竣
工
ま
で
に
賃
貸
面
積

の

％
程
度
を
契
約
済
み
と
す

る
考
え
南
港
Ｄ
Ｃ
２
を
含
め


ｅ
コ
マ

ス
関
係
や
医
薬
関
連

な
ど
の
企
業
の
需
要
を
見
込
ん

で
い
る
と
い
う


　
同
社
は
現
在

関
西
で
は
大

阪
府
藤
井
寺
市
で
も
大
型
物
流

施
設
の
開
発
を
進
め
て
い
る


﹁
内
陸
部
は
新
し
い
マ

ケ


ト
だ
が

臨
海
部
は
既
に
マ


ケ

ト
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い

る
﹂
と
し
て

藤
井
寺
の
施
設

の
契
約
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

臨
海
部
で
新
た
な
開
発
を
検
討

す
る


　
関
西
で
は
大
型
物
流
施
設
の

開
発
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か

ら

今
後
の
賃
料
水
準
に
つ
い

て
は
﹁
︵
各
社
︶
２

３
年
は

賃
料
を
引
き
上
げ
る
の
は
難
し

い
﹂
と
指
摘

し
か
し

現
在

開
発
中
の
施
設
が
満
床
に
な
る


年
ご
ろ
に
は
﹁
市
況
は
通
常

の
レ
ベ
ル
に
戻
る
﹂
と
し


﹁

年
に
は
上
向
く
と
考
え
て

い
る
﹂
と
話
し
た


　
レ

ド
ウ

ド
・
グ
ル

プ

・
ジ

パ
ン
は
６
日

マ
ル
チ

テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設
﹁
レ


ド
ウ

ド
南
港
デ

ス
ト
リ
ビ



シ

ン
セ
ン
タ

２
﹂

︵
仮
称
以
下
南
港
Ｄ
Ｃ
２
︶

の
安
全
祈
願
祭
を
大
阪
市
住
之

江
区
の
建
設
用
地
で
執
り
行


た

南
港
Ｄ
Ｃ
２
の
延
べ
床
面

積
は
約

万
８
０
０
０
平
方



２
０
１
８
年
２
月
末
に
竣

工
す
る
予
定


　
同
社
は
約
４
７
０
億
円
を
投

資
し

約

万
７
０
０
０
平
方


の
用
地
を
２
期
に
分
け
て
開

発
し
て
い
る

昨
年

月

第

１
期
工
事
に
着
工
し

延
べ
床

面
積
約

万
６
０
０
０
平
方


の
施
設
を
建
設

第
２
期
と
し

て
建
設
す
る
南
港
Ｄ
Ｃ
２
が
完

成
す
れ
ば

２
棟
の
延
べ
床
面

積
は
計
約

万
４
０
０
０
平
方


と
な
り

同
社
に
と

て
西

日
本
最
大
の
物
流
施
設
と
な

る


　
開
発
用
地
は
大
阪
港
の
南
港

地
区
に
あ
り

港
湾

空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
て
い
る


大
阪

神
戸
の
都
市
圏
に
も
近

く

レ

ド
ウ

ド
・
グ
ル


プ
・
ジ

パ
ン
の
ス
チ

ア


ト
・
ギ
ブ
ソ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
﹁
ロ

ケ

シ

ン
に
は
絶
対
の
自
信

が
あ
る
﹂
と
胸
を
張
る

１
期

と
２
期
に
分
け
て
開
発
し
て
い

る
た
め

テ
ナ
ン
ト
企
業
の
利

用
面
積
の
拡
張
ニ

ズ
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
の
も
特
徴
の
一

つ
だ


　
南
港
Ｄ
Ｃ
２
の
敷
地
面
積
は

約
７
万
平
方


建
物
は
鉄
骨

造
り
地
上
４
階
建
て

１
期
施

設
同
様

施
設
内
に
託
児
所
を

誘
致
す
る
ほ
か

従
業
員
用
の

休
憩
施
設
も
拡
充
す
る
な
ど
労

働
環
境
の
向
上
に
力
を
入
れ

る

テ
ナ
ン
ト
企
業
が
人
手
を

確
保
し
や
す
い
よ
う
﹁
働
く
人

が
楽
し
く
仕
事
が
で
き
る

米

国
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ

に
も
匹

敵
す
る
環
境
の
施
設
﹂
︵
ギ
ブ

ソ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
を
整
備
す
る


　
鴻
池
運
輸
は
５
日

ミ

ン
マ

・
ヤ

ン
ゴ
ン
管
区
テ

ラ
ワ
経
済
特
区
︵
Ｓ
Ｅ

Ｚ
︶
内
で
新
倉
庫
の
建
設
に
着
手
し
た
と

発
表
し
た

８
月

日
に
地
鎮
祭
を
実
施

し

９
月
１
日
に
着
工
し
た

竣
工
は
来

年
３
月
末
の
予
定


　
倉
庫
規
模
は
敷
地
面
積
１
万
６
５
０
０

平
方

延
べ
床
面
積
３
３
０
０
平
方



保
税
機
能
と
流
通
加
工
機
能
を
備
え
た
自

社
倉
庫
を
設
け

製
造
設
備
の
輸
送
・
据

え
付
け
ま
で
を
行
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

事
業

ミ

ン
マ


タ
イ
間
の
ク
ロ
ス

ボ

ダ

輸
送
を
強
み
に

事
業
を
拡
大

し
て
い
く
と
し
て
い
る


　
同
社
は
３
月
末
に

テ

ラ
ワ
Ｓ
Ｅ
Ｚ

に
全
額
出
資
の
現
地
法
人
Ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
ｉ
ｋ

ｅ
　
Ｍ
ｙ
ａ
ｎ
ｍ
ａ
ｒ
︵
Ｋ
Ｍ
Ｃ
︶
を
設

立

同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
内
で
の
倉
庫
を
含
む
物
流

サ

ビ
ス
の
提
供
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る

２
０
１
４
年
２
月
に
も
同
国
に

フ

ワ

デ

ン
グ
会
社
﹁
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｉ

Ｋ
Ｅ
　
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ︵
Ｍ
ｙ
ａ
ｎ
ｍ
ａ
ｒ
︶﹂

を
設
立
し
て
い
る
が

同
Ｓ
Ｅ
Ｚ
内
で
は

外
資
１
０
０
％
に
よ
る
事
業
運
営
が
認
め

ら
れ
て
お
り

保
税
倉
庫
事
業
な
ど
Ｓ
Ｅ

Ｚ
の
利
点
を
生
か
し
た
事
業
展
開
が
可
能

な
こ
と
か
ら
新
会
社
を
設
立
し
た



